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 要  旨 
近年、「いつでも，どこでもインターネットを利用したい」というニーズから無線通信の研究が
盛んに進められている．しかし無線通信の問題点として、利用可能な周波数帯域は有限であるた
め、利用ユーザの増加に伴い周波数が枯渇傾向にある。そこで残りの周波数を有効活用する手法
としてコグニティブ無線という手法が考え出されている．コグニティブ無線では、既存システム
であるプライマリユーザ(PU)と新規ユーザのセカンダリユーザ(SU)が周波数を共有して通信を
行う方法であるが、PU の通信量を必ず維持しなければならない．また現状では、コグニティブ
無線において SU 向けの MAC プロトコルの議論はあまり進められていない． 
そこで本研究では、コグニティブ無線において SU の通信制御方式である MAC プロトコルに着
目し，PU 保護を持つ分散 MAC プロトコルの検討をまず行った．そしてさらに、無線通信特有
の問題である隠れ端末問題（スループット(単位時間あたりの処理能力)が極端に低下してしまう）
回避のための SU 向け MAC プロトコルの検討と題し、２種類の研究を行った． 
前者では、具体的にまず周波数の利用状態を確認するため、PU の占有率の定義を行い、その占
有率から SU が使用可能率 P を等式で表した．そして、その確率が P の場合には、セカンダリ優
先モードとし SU に優先的に通信を行わせ、確率が 1-P の場合は、プライマリ優先モードとして
SU の通信を控える処理として MAC プロトコルを提案した．その結果、SU のトラヒックが高く
なったとしても、PU の通信頻度を示す PU 占有率を一定値に維持できるだけでなく、遅延時間
を従来法よりも最大で 400 分の１に減少させた．また PU の占有率に応じて SU 通信が行え、周
波数利用効率を向上した． 
また後者では、隠れ端末問題に対処するため 2 種類の機能を付加させた．まず一つ目に SU に高
性能センシング機能を定義した．これにより、従来法よりも約８０ｍ以上遠方の通信を認知でき
るようになる．また二つ目に PU の再送回数を最低でもプラス 1 回に抑えるため、SU 通信後に
周囲の通信状況を認知して、PU 信号を確認した場合には PU の ACK 信号を受信するまで SU の
通信を待機する MAC プロトコルを提案する．その結果目的であった隠れ端末問題を解決し、PU
のスループットを最大で 4 倍に向上させた． 
 結論として、2 種類の SU 向け MAC プロトコルを提案し、前者では PU の通信量を一定値に
維持しつつ、SU も通信を達成した．また後者に関しても研究目的である隠れ端末問題を解決し、
どの環境であっても PU のスループット低下を抑えながら SU の通信を可能とした． 
